
地盤資料の見方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語の説明 

1. 標尺：基準となる長さを 1m 単位の主目盛と 10cm 単位の補助目盛で表示 

2. 深度：地表面からの深さ(m) 

3. 層厚：各層の厚さ(m) 

4. 現場土質名（模様）：土の種類を記号で表現したもの 

5. 現場土質名：土の種類を名称で表現したもの（模様と現場土質名については、土質分類記号と補助記号を参照） 

6. 色調：調査が行われた時の土の色を表現したもの（未登録） 

7. 孔内水位／測定月日：孔口（地表面）から地下水位までの深さ／水位を測定した月日（未登録） 

8. 標準貫入試験：土の相対的な硬さ、締まり具合などを表わす N値を求めるための試験（JIS A 1219） 

9. N値：SPTサンプラー※1を 30cm 打ち込むのに必要な打撃回数（一般に地盤の強さを表す指標として利用される） 

10. 標準貫入試験深度：N値の測定を開始および終了した深さ 

11. 100mmごとの打撃回数：貫入量 100mmごとの打撃回数（未登録） 

12. 打撃ごとの貫入量（打撃回数/貫入量） 

・打撃回数：ハンマー(63.5kg のおもり)を 76cm の高さから落下させた時の回数 

・貫入量：上記の打撃（回数）により生じた SPTサンプラー※1の貫入深さ（cm：通常は貫入量が 30cmに至るまで行う） 

13. 深度～N値図：[N値]と[標準貫入試験中心深度]との折れ線グラフ（N値最大値を 50 回とし、超える場合は→で表示） 

※1：SPTサンプラー：ボーリングロッド先端に取り付ける N値測定用装置（サンプラー） 
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